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病院経営から考える医薬分業
　日本の医薬分業は，37のモデル国立病院に対して完全分業（院外処方箋受取率70％以上）
を指示した1997年以降急速に進み，医療機関での院外処方箋受取率は現在75％以上となっ
ている．2000年に約46,000であった保険薬局は現在60,000店を超え，2000年に3兆円程度
であった調剤医療費は現在8兆円を超えている．
　日本の医薬分業についてはその功罪についてさまざまな議論がされている．本格的な医
薬分業が進んでから25年が経過し，あらためて医薬分業が病院の在り方にどのような影響
を与えているのか，また医療DXが本格化し，電子処方箋の時代を迎えて，これからの医薬
分業はどのような未来を迎えるのか，徹底的に特集する．

【医薬分業のあるべき姿】
医薬分業の姿は制度設計時の理想に近づいているか　厚生労働省の視点から／太田 美紀
医薬分業の在り方─主計局次長と主査とのある日の議論　財務省の視点から／中村 英正・樫野 壮一郎
統計データから見た医薬分業の問題点／坂巻 弘之
医薬分業の背景や，それを支える体制・取り組み状況についての私見／佐藤 敏信
【薬剤師会から見た医薬分業のあるべき姿】
　日本薬剤師会／山本 信夫
　日本病院薬剤師会／武田 泰生
【課題を超えて：どのような未来を描くか】
病院経営の視点から考える医薬分業の現状と課題への対応／加納 繁照
医療DXの医薬分業に与えるインパクト／長島 公之
【調剤薬局の役割と病院との連携】
　スギ薬局／杉浦 伸哉
　アイン薬局／月岡 良太
【事例】
日本海ヘルスケアネットの地域フォーミュラリ／佐藤 義朗
病院敷地内薬局が地域連携薬局・がん専門医療機関連携薬局の認定を受ける意義／木村 雅彦
産業医科大学病院と保険薬局との連携の現状／植木 哲也
小児科を中心に院内処方に対応し続ける病院として／齋藤 裕子・渡辺 美保子

【対談】医薬協業の未来へ／狹間 研至×今村 英仁

【連載】
アーキテクチャー×マネジメント
地域と医療の未来を創る中小病院のあり方
医療機関で起きる法的トラブルへの対処法
ケースレポート 地域医療構想と病院
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